
（妙高チャレンジ事業） 

別記様式第２号（第５条関係） 

事 業 計 画 書 

（１）事業計画の概要 

項目 内容 

１ 団体名 
寸分道集落キャンプ部 

２ 事業名 
寸分道キャンプ場 

３ 事業の目的 

世帯数3戸住民6人の集落だが、深山の里という温泉施設があり、長年

に渡って他県からの観光客や、上越内の方々と交流をしてきた。さら

にここ3年は元冬季分校を借り受け、音楽イベントを開いて地域活性

化を図ってきた。来客者の意見や希望により、キャンプ場を整備し

て、寸分道の自然を満喫して頂き、魅力をPRしていきたい。 

４ 事業期間 令和6 年  4 月  1 日 ～ 令和7 年  3 月  31 日 

５ 補助対象事業区分 

※該当するものに■印 
を付けてください 

 □ 市民や地域が抱える課題を解決するための事業 

 ■ 地域コミュニティの活性化を図るための事業 

 ■ 地域の特色を活かし、その魅力を高めるための事業 

 □ 前３号の事業を実施するための計画策定 

 □ その他補助することが適当と認められる事業 

６ 事業の概要 

※事業の全体の概要が 
分かるよう記述して 
ください。 

前年度の活動でキャンプ場が整ってきたので、今年度はイベントを企

画し、盛り上げていきたい。 

・ピザ窯の制作をイベントとして企画し（1回目）、ピザ窯完成後は参

加者と一緒にピザを焼くところまで一緒に行う。イベント後は、キ

ャンプ場利用客に使っていただくものとする。 

・ピザを作って食べるデイキャンプイベント（2回目）を企画し、キ

ャンプ場の㏚にも繋げていく。 

・利用客に要望があった仮設トイレを設置する。 

・キャンプ場の看板製作。 

７ 期待する効果 

1． 今まで寸分道という場所を知らなかった方が訪れるようになる。 

2． 深山の里に来ていた方が、新しい利用の仕方をするようになる。 

3． 来客の年齢層が広がる。 

4． 里山の良さを知り、自然を身近に感じていただく。 
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（２）事業内容 

事業年度 事業内容（できるだけ詳細に記入してください） 

令和5年度 

（1年目） 

○キャンプ場の整備 

 ・あずまやのあった広場を整備→チェーンソー、草刈り機、刈り払い機を 

使用し、低木伐採、草刈り、ユンボによる土砂の撤去を行った。 

 ・周辺草刈り、木切り→キャンプ場周辺の低木、草（イタドリ、カヤ等）の

伐採、刈り込み。見通しが良好になった。 

 ・アプローチ道路の草刈り→見通しが悪くなった道路の草刈り。安全にキャ

ンプ場に来て頂くため。 

 ・仮設給水施設整備→寸分道冬季分校の水設備をお借りするが、農業用のパ

イプだと使いにくいため、蛇口仕様に変更させて頂いた。 

○広告宣伝 

 ・チラシ制作→キャンプ場宣伝チラシを制作。妙高市、上越市の店舗等に置

かせて頂く。 

  

令和6年度 

（2年目） 

○キャンプ場を使ったイベント計画 

・ピザ窯制作のイベントを企画。ピザ窯を耐火レンガで作る。（積むだけで簡単

に作れるピザ窯）ブロックの上に耐火レンガを積んでいき、鉄アングルも使

用しながら作成していく。ピザ窯が完成したら小麦粉をこねてイースト発酵

させた生地に、寸分道でとれた野菜（トマト、ピーマン、ズッキーニ、バジ

ル等）、ハム、ベーコンをのせ、薪で火をおこしてピザを焼いて食べる。（食

材部分は深山の里協力要請済み。）完成したピザ窯は後日キャンプ場利用客が

使用することができる。（レンガの積み上げ式ピザ窯のため、冬場は解体して

撤去） 

・その後もピザを作って食べるデイキャンプイベントも企画していく。地元の

食材、廃材の薪使用。大人も子供も楽しめるような内容にしたい。キャンプ

場の㏚。 

〇要望のあった仮設トイレの設置 

・深山の里のトイレを利用させていただいているが、キャンプ場内にトイレが

あったらいいと利用者の声が有り。コンポストトイレを仮設し、便利さと

SDGsを両立させたい。（冬場は撤去） 

〇引き続き草刈りの継続。 
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（３）事業スケジュール(申請年度のスケジュール) 

年月 事業内容 備考 

令和6年 4月 

・事業計画確認 

・作業工程表作成 

 

令和6年 5月 

・キャンプ場整備開始 

・草刈り、木切り 

・看板製作、設置 

 

 

令和6年 6月 

・チラシ配布 

・イベント準備・告知 

 

令和6年7 

～10月 

・キャンプ場稼働 

・イベント開催 

1回目：7月～8月頃 

2回目：11月頃 

・利用客の意見ヒヤリング 

・必要に応じて草刈り 

 

令和6年 11月 

・設備片付け 

・雪囲い 

 

令和6年 12月 

・次年度計画の検討  

令和7年1 

～2月 

・次年度計画の検討 

・今年度活動の実績報告について打ち合わせ 

・今年度活動の実績報告まとめ 
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   年  月 

  

※申請年度のみのスケジュールを記入してください。
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別記様式第３号（第５条関係） 

 

収 支 予 算 書 

 

団体名    寸分道集落キャンプ部                      

事業名    寸分道キャンプ場                      

１．収入                               （単位：円） 

項 目 金 額 積 算 

自
主
財
源 

 集落会費  7,000  年会費 1,000 円×7 名＝7,000 円 

 不足分個人負担  43,000  会員割 

小  計  50,000   

参加費・収益等ⓑ 10,000  キャンプ場使用料 1,000 円×10 組＝10,000 円 

市補助金交付申請額  100,000 

（補助対象経費ⓐ： 140,000 円－ 

参加費・収益等ⓑ： 10,000  円）×補助率

（80％）＝104,000 円 

    

合  計 160,000  

 

２．支出                               （単位：円） 

項 目 金 額 積 算 

 
 

 
 

補
助
対
象
経
費 

 消耗品費  10,000 チラシ用紙代、 文具等 

 燃料費  10,000  草刈り機・チェーンソーのガソリン代 

 原材料費 120,000 

ピザ窯用レンガ等￥30,000 トイレ小屋用単

管、クランプ、波トタン等￥80,000 イベント食

材費￥5,000×2 回＝￥10,000 

   

   

   

   

小  計ⓐ 140,000    

補
助
対
象
外
経
費 

 貸テント購入  20,000  貸テント用テント購入費 

      

      

小  計 20,000   

合計 160,000  
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別記様式第４号（第５条関係）    団体に関する調書 

団体名 寸分道集落キャンプ部 

設立目的 寸分道にキャンプ場を整備し、地域活性化を図る。 

発足年月日 令和5年  3 月  4 日 

主な活動場所 

（該当に■印） 
□妙高市全域  ■新井地域  □妙高高原地域  □妙高地域 

代表者 

氏名 浅井 太助 

住所 妙高市下平丸5622 

電話番号 0255-75-3008 

メールアドレス  

事業責任者 

(問い合わせ先) 

氏名 浅井 尚子 

住所 妙高市下平丸5622 

電話番号 090-1762-6552 

メールアドレス na_full@icloud.com 

構成員数 7名（内、妙高市民     7 名） 

構成員 

※５名を超える場合

は別途名簿を添付

してください。 

役職 氏名 妙高市との関わり 

 別紙名簿による   
 □在住 □勤務 

□その他（     ） 

  
 □在住 □勤務 

□その他（     ） 

  
 □在住 □勤務 

□その他（     ） 

  
 □在住 □勤務 

□その他（     ） 

  
 □在住 □勤務 

□その他（     ） 

過去１年間の活動実績 

※過去１年間の主な 

活動実績を記入し 

てください。 

時期 事業内容 

5月 

7月 

10月 

11月 

4月～9月 

山菜祭りへの協力 

寸分道分校ライブ 

そば祭りへの協力 

寸分道分校ライブ 

草刈り 

直近の決算 

※但し、設立１年未 

満の場合のみ予算 

前々年度 
収入         円 補助金の有無（□有 □無） 

支出         円 

前年度 
収入 137,449   円 補助金の有無（□有 □無） 

支出 137,449   円 

申請事業への他の補

助金・助成金の有無 

無・有又は申請中  ※該当するものに○をつけてください。 

(名称：              ) 

(金額：            千円) 

※設立趣意書、定款、会則、活動状況が分かる資料、会員名簿等を添付してください。 
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